
発生 対処法 ○ △ ×

設置型コンポスト
3,000円～

16,000円程度

かからない

(防臭剤や害虫

の駆除剤などを

購入しない場

合)

庭、畑

庭や畑に埋めて設置する。

生ごみを入れて、土をかぶ

せる。

○

(手軽)

△

(夏場は

きつい)

△

(わきや

すい)

生ごみにき

ちんと土を

かぶせ、

しっかり混

ぜる。

◎

・微生物の力で堆肥化できる。

・容量が大きいため、生ごみを

たくさん処理できる。

・冬は処理するのに時間

がかかる。

・畑など設置するスペー

スが必要。

・においや虫が発生す

る。

設置型コンポスト

(キエーロ)

13,000円

～16,000円程度

かからない

(中の土を堆肥

代わりに使用し

た場合は補充が

必要)

庭、畑

(ベランダに

置けるものも

ある)

風通し、日当たりのよい場

所に設置する。

ふたを開けて生ごみを入

れ、よく土と混ぜ合わせ

る。

○

(手軽)

◎

(ほぼ

しない)

○

(わきに

くい)

生ごみにき

ちんと土を

かぶせ、

しっかり混

ぜる。

◎

・微生物の力で堆肥化できる。

・しっかり土をかぶせることで

臭いがしない。

・ランニングコストがかからな

い。

・冬は処理するのに時間

がかかる。

・スコップでかき混ぜる

必要がある。

ダンボールコンポスト

・微生物の力で堆肥化できる。

・ダンボールを使うので初期費

用が安い。

・手軽に始めることができる。

・冬は処理するのに時間

がかかる。

・ダンボールを組み立て

る手間がかかる。

・最長でも半年ほどでダ

ンボールを交換する必要

がある。

・スコップでかき混ぜる

必要がある。

バッグ型コンポスト

・微生物の力で堆肥化できる。

・デザインがおしゃれ

・コンパクトなため、場所をと

らない。

・冬は処理するのに時間

がかかる。

・少しずつしか入れられな

い。

・スコップでかき混ぜる

必要がある。

ハンドル式コンポスト 25,000円程度

ベランダなど

の屋外

キッチンなど

の室内

上記とほぼ同じ。

混ぜる際にハンドルを回せ

ばいいので、スコップなど

がいらない。

○

(手軽)

・微生物の力で堆肥化できる。

・室内に置くことができる。

・ハンドルを回してかき混ぜる

ので手が汚れない。

・冬は処理するのに時間

がかかる。

・バイオ式にしては初期費

用が高い。

密閉型コンポスト 3,000円程度

年間数千円

(米ぬかなどの

ぼかし代)

室内

生ごみを入れて、米ぬかな

どのぼかし肥料を入れる。

容器が一杯になったら2週

間ほど発酵させると、堆肥

の素ができる。

(堆肥の素は土と混ぜて1カ

月程度置くと堆肥になる)

△

(コツが

ある)

△

(夏場は

きつい)

◎

(ほぼわ

かない)

○

(堆肥の素が

できる)

・野菜くず

・果物くず

・肉類、魚類

・卵の殻

・貝殻

・水分の多いもの

　(カレーなど)

・微生物の力で堆肥化できる。

・密閉式のため虫が発生しづら

い。

・毎日の管理が必要。

・ぼかし代が必要。

・においが発生すること

がある。

乾

燥

式

電動生ごみ処理機
20,000円

～110,000円程度

年間数千円

(電気代)

キッチン

などの室内

生ごみを入れて、機械のス

イッチを押す。

数時間後乾燥した生ごみが

出来上がるので取り出す。

◎

(とても

手軽)

○

(香ばしい

におい)

○

(わきに

くい)

生ごみを入

れる場所を

清潔にして

おく。

△

(堆肥化

できるもの

もある)

・ご飯

・麺類

・肉、魚類

　(骨、内臓も可)

・野菜くず

・お菓子、果物など

糖分を多く含むもの

・カレーなどペース

ト状のもの

・油分を多く含んだ

揚げ物

・そのままの野菜な

ど大きなもの

・アルコール類

・小麦粉などの粉類

・ごみ箱感覚で手軽に使える

・季節に関係なく、安定して処

理できる。

・室内に設置でき、においや虫

が発生しづらい。

・バイオ式に比べると、

ごみが残ってしまう。

・電気代がかかる。

・処理中は生ごみを追加

できない。

堆肥化価格 ランニングコスト方式

バ

イ

オ

式

1,000円

～3,000円程度

(基材代含む)

ベランダ

(屋根のある

屋外)

ダンボールや専用バッグに

基材を入れ、屋根のある場

所に設置する。

生ごみを入れて、スコップ

などでよくかき混ぜる。

これを約2ヵ月繰り返し、

水を入れ3週間ほど熟成さ

せると、堆肥となる。

設置場所種類 メリット デメリット

年間数千円

(基材代)

○

(あまり

しない)

○

(わきに

くい)

中身をしっ

かり混ぜ

る。

使わないと

きは封をし

ておく。

◎

○

(手軽)

使用方法
処理虫

におい手軽さ

・ご飯

・小麦粉

　(パン、麺類)

・肉類

・魚類

　(内臓も可)

・野菜

・廃油

・腐った生ごみ

・卵の殻

・柑橘類の皮

・魚の骨

・キャベツの芯

・玉ねぎの皮

・にんにくの皮

・タケノコの皮

・トウモロコシの皮

・貝殻

・塩分の強い調味料

　(醤油、味噌など)

・鶏、牛、豚の骨

生ごみ処理容器分類表

バ

イ

オ

式

×

乾

燥

式

ハイブリッド式生ごみ処理機

◎

(ほぼわ

かない)

◎

(ほぼ

しない)

◎

(とても

手軽)

生ごみを入れて、機械のス

イッチを押す。

乾燥式と違い、微生物が分

解するため、取り出す必要

がない。数カ月に1回、中

のバイオ材を交換する。

キッチン

などの室内

年間数千円

(電気代、基材

代)

130,000円程度

・貝殻

・塩分の強い調味料

　(醤油、味噌など)

・牛、豚の骨

・汁物

　(鍋、味噌汁など)

・卵の殻

・柑橘類の皮

・魚の骨

・鶏の骨

・キャベツの芯

・玉ねぎの皮

・にんにく、タケノ

コ、トウモロコシの

皮

・ご飯

・小麦粉

　(パン、麺類)

・肉類

・魚類

　(内臓も可)

・野菜

◎
・初期費用が高い。

・電気代がかかる。

・微生物の力で堆肥化できる。

・ごみ箱感覚で手軽に使える。

・季節に関係なく、安定して処

理できる。

・室内に設置でき、においや虫

が発生しない。

・バイオ式より早く処理でき

る。

・乾燥式より電気代が安い。


